
＜図１＞ A-D変換アダプタを作動させるシステム構成  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜図２＞ ADC0832のピン配置 

 
 
＜図３＞ EIA-232ポートと A-Dコンバータの接続 

EIA-232
ポート

レベル変換回路

Ａ-Ｄコンバータ

TXD

RTS

DSR

DTR

V

CS

DIN

DOUT

CLK

三端子レギュレータ

＋5V

アナログ入力

 

 計測ソフト 
アセンブラで 
I/Oポートを 
直接操作 

EIA-232ポート 自作 A-D変換アダプタ 

アナログ入力 
80k～100kbpsに相当 

パソコン 

OUT IN 



＜図４＞ ADC0832のタイミングチャート 
 
 

 
＜図５＞ DLLの利用方法 
(a) 同一のサブルーチンを利用する場合 
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(b) アプリケーションをDLLに分割する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(c) デバイス・ドライバの役割をする場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜図６＞ 440Hzの音叉の波形（１チャンネル入力） 
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＜図７＞２チャンネル入力の波形（500Hzの波形と音声「ア」の波形） 
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＜図８＞ 音声「ア」の波形 
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＜図９＞ 音声「ア」の周波数特性 
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＜図 10＞ 計測ソフトの流れと各アプリケーションの役割 
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